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特 集
「運動大好き！」

で育てる「体」と「心」

※この特集は、16ページの「市民からのメッセージ」の対象です。

～参考文献～
「子どもの心と頭をきたえる親子あそび」栁澤秋孝
「からだ力がつく運動遊び」栁澤秋孝
「鉄棒・とび箱・なわとび・マットができるようになる運動遊び」栁澤秋孝
「生きる力を育む 幼児のための柳沢運動プログラム」栁澤秋孝
「０～５歳児の発達に合った楽しい運動あそび」栁澤秋孝・栁澤友希
「２歳～５歳児の脳を育てる子ども体操」篠原菊紀 監修

データ提供：栁澤 秋孝 氏(松本短期大学名誉教授)

　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
家
族
構
成
な

ど
、子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
環

境
が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
、様
々
な

デ
ー
タ
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
運
動
不

足
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
運
動
量
の
目
安
と

な
る
一
日
の
歩
数
は
、左
の
グ
ラ
フ
の

よ
う
に
、こ
の
30
年
間
で
劇
的
に
減
少

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
、次
の
よ
う

な
環
境
の
変
化
が
原
因
に
含
ま
れ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

○�

少
子
化
に
よ
り
、一
緒
に
遊
ぶ
友
達

が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

○�

ゲ
ー
ム
な
ど
、運
動
を
伴
わ
な
い
遊

び
が
増
え
て
き
て
い
る
。

○�

交
通
量
や
犯
罪
の
増
加
に
よ
り
、屋

外
で
安
全
に
遊
べ
る
場
所
が
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
以
前
な
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
日
常

生
活
の
中
で
自
然
と
体
力
を
身
に
つ

け
て
い
ま
し
た
が
、今
で
は
意
図
的
に

運
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
大
切
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、そ
う
し
た
環
境
の
変
化
が

も
た
ら
し
た
運
動
不
足
や
体
力
低
下

は
、思
わ
ぬ
と
こ
ろ
に
も
影
響
し
て
い

ま
す
。

　
実
は
、子
ど
も
た
ち
の
心
や
内
面
の

成
長
、人
間
性
の
生
育
に「
運
動
」が
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。

　
今
月
の
特
集
は
、い
ま
市
が
力
を
入

れ
て
い
る
「
乳
幼
児
期
の
運
動
あ
そ

び
」の
大
切
さ
と
、
運
動
が
子
ど
も
た

ち
に
も
た
ら
し
て
く
れ
る
様
々
な
効

果
に
迫
り
ま
す
。

環
境
の
変
化
が
も
た
ら
し
た
子
ど
も
た
ち
の
変
化

　
乳
幼
児
期(

０
～
５
歳)

は
、
人
と
し
て
生
き

る
た
め
の
「
根
っ
こ
」(

人
間
形
成
の
基
礎)

が

培
わ
れ
る
極
め
て
重
要
な
時
期
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
様
々
な
体
験
を
通
じ
て
豊
か
な
心

情
、意
欲
、態
度
、基
本
的
な
生
活
習
慣
な
ど
を

身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。
こ
の
時
期
に
、
温
か

い
養
育
環
境
の
も
と
、
身
近
な
大
人
に
よ
っ
て

守
ら
れ
愛
さ
れ
る
こ
と
で
、
人
へ
の
愛
情
や
信

頼
感
が
育
ま
れ
ま
す
。
自
分
が
愛
さ
れ
て
い

る
と
感
じ
る
と
、
人
へ
の
関
心
が
広
が
り
、
人

と
の
か
か
わ
り
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
、
自
身
の

主
体
性
も
育
ち
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
「
就
学
前
教
育
目
標
」
と

「
め
ざ
す
子
ど
も
像
」を
掲
げ
、
幼
稚
園
・
保
育

所
・
認
定
こ
ど
も
園
で
教
育
・
保
育
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
確
か
な
学
力
に
つ
な
が
る
「
ま
な
び
の
力
」

と
豊
か
な
人
間
性
に
つ
な
が
る
「
か
か
わ
り
の

力
」、そ
し
て
全
て
の
力
の
土
台
で
あ
る
健
康
・

体
力
に
つ
な
が
る
「
か
ら
だ
の
力
」
を
様
々
な

体
験
を
通
し
て
一
体
的
に
育
ん
で
い
ま
す
。

　
０
～
５
歳
で
の
学
び
や
経
験
の
積
み
重
ね

は
、
小
学
校
教
育
以
降
生
涯
に
わ
た
る
「
生
き

る
力
」の
育
成
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
人
間
の
脳
は
、
前ぜ

ん

頭と
う

葉よ
う

、
頭と

う

頂ち
ょ
う

葉よ
う

、
後こ

う

頭と
う

葉よ
う

、

側そ
く

頭と
う

葉よ
う

の
大
き
く
４
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
知

性
や
理
性
な
ど
「
人
間
ら
し
さ
」
を
司
る
の
が

前
頭
葉
で
す
。

　
前
頭
葉
は
、
神
経
を
通
じ
て
筋
肉
に
体
を
動

か
す
指
令
を
出
す「
運う

ん

動ど
う

野や

」と
、
感
情
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
場
所
で
、
人
間
が
人
間
ら
し

く
生
き
て
い
く
た
め
に
最
も
大
切
な
「
前ぜ

ん

頭と
う

前ぜ
ん

野や

」と
い
う
部
分
が
あ
り
ま
す
。

　
体
を
動
か
す
と
、
前
頭
葉
の
中
の
運
動
野
が

活
性
化
し
ま
す
。
そ
の
効
果
で
前
頭
葉
全
体

に
血
流
が
促
さ
れ
、
前
頭
前
野
も
同
時
に
活
性

化
し
、
抑
制
力
・
判
断
力
・
注
意
力
な
ど
の
感

情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
が
よ
り
う
ま
く

働
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
前
頭
葉
の
前
方
に
あ
る
46
野
は
「
我

慢
の
中
枢
」
と
呼
ば
れ
、
行
動
に
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
る
な
ど
自
分
の
行
動
を
統
制
す
る
働
き

を
し
て
い
ま
す
。
運
動
野
を
刺
激
す
る
こ
と

で
46
野
も
活
性
化
さ
れ
、
人
間
ら
し
い
脳
形
成

が
行
わ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
乳
幼
児
期
に
全
身
運
動
を
す
る
こ
と
は
、
体

を
丈
夫
に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
物
事
に
集

中
す
る
力
や
、
自
分
で
判
断
す
る
力
が
つ
く
な

ど
、
心
の
発
達
に
も
つ
な
が
る
、
つ
ま
り
、「
運

動
は
体
も
脳
も
心
も
育
つ
！
一
石
三
鳥
」
な
の

で
す
。

運
動
は「
一
石
三
鳥
」?!

こ
の
時
期
に
育
み
た
い
３
つ
の「
力
」

▲運動あそびに取り組む子どもたち

よ
ん
じ
ゅ
う
ろ
く
や

前頭前野

前頭葉

運動野

46野

★

【就学前教育目標】
健やかで心豊かな子ども
～生きる力の基礎を身に付けた子どもの育成～

【めざす子ども像】
◆�身近な自然や事象に興味や関心をもち、自分で

考え、意欲的に学ぼうとする子ども
◆�思いやりの心をもち、友達と協力して物事をやり

遂げようとする子ども
◆�健やかな心と体をもち、自分でできることは自分

でしようとする子ども

生きる力
小学校

生きる力の基礎
就学前

からだの力
生活・運動

まなびの力
思考・言葉・創造

かかわりの力
協同・信頼・規範

な
ぜ
乳
幼
児
期
に「
運
動
」が
大
切
な
の
か
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園ではこんな遊びをしています
　乳幼児期の子どもたちに体を動かすことを好きになってもらいたいと考えられたのが、「柳沢運動プログラム」です。

各園では毎日継続して５～10分間、「柳沢運動プログラム」に基づいた運動あそびに取り組んでいます。

運
動
あ
そ
び
の
必
要
性
と

そ
の
効
果

　
　
松
本
短
期
大
学
監
事
・
名
誉
教
授

栁や
な
ぎ

澤さ
わ 

秋あ
き

孝た
か 

氏

　
長
浜
市
で
、
私
が
提
唱
し
て
い
る
運

動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し
て
７
年
目
に

な
り
ま
し
た
。
私
は
大
学
の
研
究
者
と

し
て
、
40
年
間
一
貫
し
て「
す
べ
て
の
子

ど
も
た
ち
を
運
動
好
き
に
し
た
い
」
と

の
思
い
で
幼
児
運
動
学
と
脳
科
学
研
究

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
長
年
の
研
究
か

ら
幼
児
運
動
学
で
分
か
っ
た
こ
と
は
、

運
動
好
き
に
す
る
た
め
に
は
、
精
神
面

か
ら
運
動
に
対
す
る
好
き
嫌
い
の
判
断

が
決
定
す
る
６
歳
ま
で
に
、「
誰
が
み

て
も
で
き
る
か
・
で
き
な
い
か
、
に
分

か
れ
る
、
逆
上
が
り
・
短
縄
の
連
続
跳

び
・
開
脚
跳
越
し
を
で
き
る
よ
う
に
す

る
」
こ
と
で
す
。
こ
の
種
目
が
で
き
な

い
ま
ま
だ
と
、「
他
者
に
み
ら
れ
て
恥

ず
か
し
い
」
と
い
う
心
に
負
の
感
情
を

抱
き
運
動
嫌
い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
脳
科
学
研
究
か
ら
分
か
っ

た
こ
と
は
、「
運
動
神
経
は
遺
伝
で
は

な
い
」と
い
う
こ
と
で
、
３
％
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

遺
伝
的
要
素
と
、
97
％
の
後
天
的
要
素

で
あ
り
、
出
生
後
か
ら
10
歳
の
間
に
こ

の
97
％
を
成
長
さ
せ
ま
す
。
そ
れ
も
６

歳
で
80
％
ま
で
成
長
し
８
歳
で
90
％
に

達
し
、
10
歳
で
成
長
を
終
了
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
小
学
生
に
な
っ
て

か
ら
運
動
し
て
も
神
経
回
路
の
成
長
は

残
り
の
17
％
し
か
成
長
で
き
な
い
、
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
研
究
か
ら
、
す
べ
て
の
子

ど
も
を
運
動
好
き
に
す
る
た
め
に
は
就

学
前
の
６
歳
頃
ま
で
に
「
で
き
る
か
・

で
き
な
い
か
、
に
分
か
れ
る
運
動
を
で

き
る
よ
う
に
支
援
し
て
あ
げ
る
」
こ
と

で
す
。
ま
た
、
最
新
の
脳
科
学
か
ら
も
、

外
遊
び
や
運
動
量
の
減
少
が
発
達
し
ょ

う
が
い
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
ょ

う
が
い
の
若
者
を
増
や
し
て
お
り
、
乳

幼
児
期
か
ら
運
動
を
促
進
す
る
こ
と
が

心
身
の
健
全
な
発
育
・
発
達
に
不
可
欠

で
あ
る
と
提
言
し
て
い
ま
す
。
長
浜
市

の
す
べ
て
の
子
ど
も
が
運
動
好
き
に
な

る
支
援
を
、
ぜ
ひ
ご
家
庭
か
ら
行
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。
就
学
ま
で
が
勝
負
で

す
。

プロフィール　やなぎさわ あきたか

　昭和28年新潟県生まれ。専門は幼児運
動学。40年間継続研究を行い、２万人以上
の子どもたちに運動遊びを直接指導する。
　大脳活動、特に前頭葉の研究にも着手
し、「運動が子どもの精神的発育に大きな
影響を及ぼす」との仮説から保育現場にお
ける運動保育援助の効果を調査・研究中。

【わに歩き】ぶら下がる力(懸垂力)
　ジャングルジムやのぼり棒をよじ登るのに必
要な力(懸垂力)を身に付けるために、わにさん
に変身して床を這って進みます。

【カンガルージャンプ】ジャンプする力(跳躍力) 
　「両脚がのりでくっついた」というイメージで、膝を
くっつけることを意識しながら両足ジャンプをします。

【くま歩き】体を支える力(支持力) 
　赤ちゃんのハイハイの格好から膝とお尻をぐっと
上げて、大きなくまさんのように歩きます。

【ぶたの丸焼き】ぶら下がる力(懸垂力)
　ぎゅっと鉄棒を握り、ぶら下がります。
鉄棒を握ることで握力も身につきます。

　市では、「運動あそびを通して意欲と自信を高める中で、体を動かすことが大好きになり、動ける『体』をつくると

ともに、人とうまくかかわれる『心』を育成する」ことを目的とし、保育に運動あそびを取り入れています。

　発達段階にあわせて無理なく楽しく継続的に取り組めるようなプログラムを組み、いろいろな動物に変身して動

いたり、遊具を使ったりして遊びながら、体を十分に動かせるようにしています。

　子どもたちが楽しみながら取り組めて、家庭でも手軽にできる運動あそびを紹介します。

　親子でふれあって遊ぶ中で、子どもが幸せを感じるとき、「幸せ物質」と呼ばれる「セロトニン」という脳内物

質が出ます。セロトニンは、安心感をもたらし、感情の過度な興奮を抑制してくれます。

　乳幼児期に、この幸せ物質を出す経験をたくさんしておくと、感情をうまくコントロールできるようになると

いわれています。

上半身を育てよう
支持力・背筋力・腹筋力・懸垂力など
　４～６歳は、腕や胸郭など上半身が発達する時期です。遊びの中に体を支えた
り、ぶら下がったりする上半身を使う動きを入れていきましょう。上半身の力が
育ち動けるようになると、どんどん新たな遊びや運動を楽しむようになります。

様々な感覚を育てよう
回転感覚・逆さ感覚・バランス感覚・高所感覚など
　これらの感覚は、普段の生活ではあまり経験できない
ため、意図的に取り入れたい運動です。この感覚に恐怖
心がないこの時期の経験が、鉄棒前回りや逆上がり、マッ
ト運動などにつながります。

下半身を育てよう
跳躍力・脚力など
　３歳になると、ジャンプができるよう
になります。歩く時と違う筋肉を使うの
で、日頃の遊びの中でジャンプの動作を
入れていくことが大切
です。ジャンプ力がつ
いてきたら、とび箱や
なわとびができるよう
になっていきます。

運動あそびの根っこ  親子ふれあいあそび

【ひこうき】
　子どもを前向きに抱っこして、大人
の両手のひらで子どものお腹あたり
を支えます。子どもの両足を大人の
両脇にはさんだ状態で立ち、歩いたり
走ったりしてみましょう。

【体一周まわり】
　大人は、子どもをおんぶし前かがみになりま
す。子どもは大人の背中からお腹へ移ります。
大人は子どもを支え、お腹まで来たら抱っこし
てあげ、もう一度おんぶの体勢に移りましょう。

【ジャンプタッチ】
　子どもの様子を見て
タッチできそうな高さ
に手を上げ、徐々に高
くしていきます。高さ
を変えたり左右に動か
したりして遊びます。

【肩からごろん】
　大人は膝を伸ばして
座り、子どもは後ろに
立ちます。子どもは大
人の片方の肩から両手
を差し出し、大人は子
どもの首とお尻を支え
ながら上半身を曲げま
す。そのまま子どもを
前回しさせます。

⬅

➡ ➡

➡

わにさん歩きで這
は

ってみよう

カンガルーさんに変身！

“ぶら〜ん”とぶら下がり

くまさんみたいにのっしのっし！

毎日続けて「運動大好き！」
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３
市
役
所
合
同
公
務
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
す

職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

市
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
を

募
集
し
ま
す

問 

人
事
課（
☎
６
５
ー
６
５
０
２
）

問 

長
浜
水
道
企
業
団
総
務
課（
☎
６
２
ー
４
１
０
１
）

問 

行
政
経
営
改
革
課（
☎
６
５
ー
６
７
０
２
）

　
市
役
所
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
学
生
等
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
、長
浜
市
・
彦
根
市
・
高
島
市
の
３
つ
の
市
役
所
が
合
同
で
、

仕
事
の
や
り
が
い
や
魅
力
な
ど
を
ブ
ー
ス
形
式
で
説
明
し
ま

す
。

【
と
　
き
】

　
２
月
24
日(

月
・
振
休)

　
14
時
～
16
時
30
分(

受
付
13
時
30
分
～)

【
と
こ
ろ
】

　
滋
賀
県
立
文
化
産
業
交
流
会
館(

米
原
市
下
多
良
）

【
内
　
容
】

　
市
役
所
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
、３
つ
の
市
役
所
ブ
ー
ス
で
説
明
会

【
対
　
象
】

　
長
浜
市
・
彦
根
市
・
高
島
市
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
短
大

生
、大
学
生
お
よ
び
社
会
人

【
内
　
容
】

　
１
８
０
人(

先
着
順)

【
申
込
み
】

　
２
月
19
日(

水)

ま
で
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
申
込
フ
ォ
ー
ム

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
参
加
費
無
料
、服
装
自
由

※�

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
職
員
の
採
用･

選
考
に
一
切
関
係
あ

り
ま
せ
ん
。

問
合
せ

　
人
事
課〈
本
庁
舎
４
階
〉

　
☎
６
５
―
６
５
０
２

【
職
　
　
種
】 

技
術
員

【
試
験
区
分
】 

高
校
卒
業

【
人
　
　
数
】 

若
干
人

【
第
１
次
試
験
】 

３
月
１
日(

日)

【
申
込
期
間
】 

２
月
１
日(

土)

～
18
日(

火)

【
受
験
資
格
】

　
平
成
７
年
４
月
２
日
～
平
成
14
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

人
で
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
ま
た

は
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
に
高
等
学
校
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
人
。

【
申
込
書
配
布
・
受
付
窓
口
】

　
申
込
書
は
左
記
に
あ
り
ま
す
。
水
道
企
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
受
験
申
込

書
を
郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に『
受
験
申
込
書

請
求
』
と
朱
書
き
し
、
返
信
用
封
筒(

角
２
号
・
１
２
０
円
切

手
貼
付
・
宛
先
・
郵
便
番
号
明
記)

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先

　
長
浜
水
道
企
業
団
総
務
課

　
〒
５
２
６
―

０
０
４
７
　
下
坂
浜
町
２
４
８
―
22

　
☎
６
２
―
４
１
０
１

　
指
定
管
理
者
と
し
て
、
令
和
２
年
９
月
か
ら
施
設
の
管
理

を
し
て
い
た
だ
け
る
法
人
や
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
す
る
施
設
】

　
湖
北
み
ず
ど
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン(

湖
北
町
尾
上)

【
募
集
要
項
の
配
布
】

　
２
月
10
日(

月)

～
３
月
10
日(

火)

に
担
当
課
で
配
布
し
ま

す
。

※
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※�

２
月
10
日(

月)

よ
り
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
申
請
書
類
の
提
出
】

　
３
月
４
日(

水)

～
10
日(

火)

に
直
接
担
当
課
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
提
出
先

　
農
業
振
興
課〈
本
庁
舎
２
階
〉

　
☎
６
５
―
６
５
２
２

▲申込フォーム

▲長浜水道企業団
　ホームページ

▲市ホームページ

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
２
月
28
日
ま
で
販
売
し
ま
す

農
振
除
外
等
の
申
出
手
続
き
を
受
け
付
け
ま
す

問 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
務
室（
☎
６
５
ー
６
５
２
８
）

問 

農
業
振
興
課（
☎
６
５
ー
６
５
２
２
）

　「
長
浜
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」
の
販
売

期
間
を
延
長
し
、２
月
28
日(

金)

ま
で
販
売
し

ま
す
。

　
１
人
当
た
り
最
大
２
万
５
千
円
分
の
商
品

券
を
２
万
円
で
購
入
で
き
ま
す
。

　「
購
入
引
換
券
」
を
ま
だ
お
持
ち
で
、
購
入

を
希
望
す
る
人
は
、
販
売
窓
口
で
お
買
い
求

め
く
だ
さ
い
。

【
販
売
延
長
期
間
】

　
２
月
３
日(

月)

～
28
日(

金)

※
土
日
祝
日
は
除
く

【
販
売
窓
口
】

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
務
室

　〈
本
庁
舎
１
階
〉

【
販
売
時
間
】

　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

【
持
ち
物
】

　
購
入
引
換
券
、本
人
確
認
書
類

※�

本
人
が
購
入
に
来
る
こ
と
が
難
し
い
場
合

は
、代
理
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

※�「
購
入
引
換
券
」
が
な
い
と
商
品
券
を
購
入

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
「
購

入
引
換
券
」
の
再
発
行
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

【
購
入
で
き
る
人
】

①
３
歳
半
ま
で
の
子
が
い
る
世
帯
の
世
帯
主

　�

　
平
成
28
年
４
月
２
日
～
令
和
元
年
９
月

30
日
に
生
ま
れ
た
子
が
い
る
世
帯
の
世
帯

主
②
住
民
税
非
課
税
者

　�

　
平
成
31
年
１
月
１
日
時
点
の
住
民
の
う

ち
、
令
和
元
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
の

人
で
購
入
希
望
申
請
を
し
た
人

※�

住
民
税
課
税
者
の
扶
養
親
族
、
生
活
保
護

受
給
者
等
は
対
象
外
で
す
。

※�

申
請
が
ま
だ
の
人
も
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
販
売
窓
口
へ
申
請
書
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
務
室

　〈
本
庁
舎
１
階
〉

　
☎
６
５
―
６
５
２
８

　
長
浜
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画(

農
用
地

利
用
計
画)

に
つ
い
て
、
除
外
等
の
申
出
を
受

け
付
け
ま
す
。

　
農
振
変
更
を
伴
う
土
地
の
利
用
計
画
を
検

討
し
て
い
る
人
は
、
必
ず
期
限
内
に
事
前
協

議
を
行
っ
た
う
え
で
必
要
書
類
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

受
付
区
分

〇
農
振
除
外
申
出(

青
地
→
白
地)

〇
農
振
編
入
申
出(

白
地
→
青
地)

〇�

軽
微
変
更
申
出(

農
業
用
施
設
を
建
て
る

場
合
な
ど)

申
出
手
続
き(

土
日
祝
日
は
除
く)

①
事
前
協
議

　
３
月
２
日(

月)

～
31
日(

火)

　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

②
受
付
期
間

　
４
月
１
日(

水)

～
20
日(

月)

　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※�

事
前
協
議
の
結
果
、
要
件
を
満
た
す
見
込

み
の
あ
る
も
の
が
対
象
で
す
。
ま
た
、
す

べ
て
の
添
付
書
類
が
揃
っ
た
申
出
書
の
み

受
け
付
け
ま
す
。

※�

農
業
用
施
設
用
地
へ
の
用
途
区
分
の
変
更

(

軽
微
変
更)

は
、随
時
受
け
付
け
ま
す
。

③
申
出
書
の
様
式
等

　
担
当
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

※�

制
度
の
概
要
や
除
外
要
件
な
ど
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

そ
の
他

　
計
画
の
変
更
に
は
県
の
同
意
が
必
要
で
、

受
付
期
間
終
了
か
ら
農
振
除
外
ま
で
概
ね
６

か
月
程
度
か
か
り
ま
す(

内
容
に
よ
っ
て
は
、

そ
れ
以
上
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す)

。

　
計
画
の
変
更
は
個
人
の
申
出
で
も
市
全
体

の
計
画
に
関
係
す
る
た
め
、
す
べ
て
の
申
出

が
認
め
ら
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

関
係
機
関
と
の
協
議
の
結
果
、
農
振
除
外
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
・
提
出
先

　
農
業
振
興
課〈
本
庁
舎
２
階
〉

　
☎
６
５
―
６
５
２
２

▲市ホームページ

▲市ホームページ

商
品
券
の
使
用
期
限

２
月
29
日(

土)

※�

使
用
期
限
を
過
ぎ
た
商
品
券
は
無
効
と

な
り
ま
す
。
払
戻
し
は
行
い
ま
せ
ん
。
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国
民
年
金
保
険
料
は

前
納
が
お
得
で
す

問 

彦
根
年
金
事
務
所
　
国
民
年
金
課

（
☎
０
７
４
９
―
２
３
―
１
１
１
４
）

　
国
民
年
金
に
は
保
険
料
を
前
払
い
す
る

と
割
引
が
あ
る
「
前
納
」
と
い
う
制
度
が
あ

り
ま
す
。
口
座
振
替
・
現
金
・
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
支
払
う
こ
と
が
で
き
、
割
引

額
が
最
も
高
い
の
は
口
座
振
替
で
の
前
納

で
す
。

　
４
月
か
ら
の
口
座
振
替
ま
た
は
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
「
６
か
月
前
納
」、

「
１
年
前
納
」、「
２
年
前
納
」
を
希
望
す
る

場
合
は
、
２
月
末
日
ま
で
に
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。
す
で
に
前
納
し
て
い
る
人
で

も
、
振
替
方
法
を
変
更
す
る
場
合(

１
年
前

納
か
ら
２
年
前
納
へ
の
変
更
な
ど)

は
改
め

て
手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
手
続
き
場
所
】

　
彦
根
年
金
事
務
所
ま
た
は
引
き
落
と
し

を
希
望
す
る
金
融
機
関

【
必
要
な
も
の
】

　
預
金
通
帳
、銀
行
届
出
印
、年
金
手
帳

問
合
せ
・
申
込
先

　
彦
根
年
金
事
務
所 

国
民
年
金
課

　(

彦
根
市
外
町)

　
☎
０
７
４
９
―
２
３
―
１
１
１
４

お
く
や
み
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

作
成
し
ま
し
た

鉄
道
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

推
進
に
一
役

問 

市
民
課（
☎
６
５
ー
６
５
１
１
）

問 

都
市
計
画
課（
☎
６
５
ー
６
５
６
２
）

問 

市
民
活
躍
課（
☎
６
５
ー
８
７
１
１
）

　
身
近
な
人
が
亡
く
な
っ
た
後
、
ご
遺
族
な

ど
に
よ
る
医
療
保
険
や
介
護
保
険
、
市
税
な

ど
の
各
種
手
続
き
は
、
亡
く
な
っ
た
人
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
各
種
手
続
き
が
よ
り

ス
ム
ー
ズ
に
、
ま
た
少
し
で
も
負
担
を
軽
減

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
お
く
や
み
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

【
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
特
徴
】

　
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
か
ら
必
要
な
手
続
き
が

わ
か
り
、
そ
こ
か
ら
各
手
続
き
の
内
容
や
必

要
な
持
ち
物
、
受
付
窓
口
等
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

【
配
布
窓
口
】

　
市
民
課
、北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
、各
支
所

問
合
せ

　
市
民
課〈
本
庁
舎
１
階
〉

　
☎
６
５
―
６
５
１
１

　
電
車
は
時
間
に
正
確
で
エ
コ
な
移
動
手
段
で

す
。
通
勤
、
通
学
、
お
で
か
け
に
、
鉄
道
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

き
っ
ぷ
・
定
期
券
の
購
入
お
よ
び
Ｉイ

コ

カ

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
の

チ
ャ
ー
ジ
は
市
内
の
駅
で
し
ま
し
ょ
う

　
市
内
の
駅
で
、
鉄
道
き
っ
ぷ
・
定
期
券
を
購
入
、

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
の
チ
ャ
ー
ジ
で
、
北
陸
本
線
・
湖
西

線
の
利
用
促
進
と
ダ
イ
ヤ
改
善
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
ダ
イ
ヤ
を
実
現
し
、

身
近
に
利
用
で
き
る
鉄
道
を
維
持
す
る
に
は
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
駅(

長
浜
駅
、
木
ノ
本
駅
除
く)

で

は
、
き
っ
ぷ
販
売
額
や
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
チ
ャ
ー
ジ
額

に
応
じ
て
、
Ｊ
Ｒ
か
ら
手
数
料
が
支
払
わ
れ
、
駅
の

管
理
運
営
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
人
に
電
車
を
ご
利
用
い
た
だ

く
こ
と
が
、
鉄
道
の
運
行
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

積
極
的
に
市
内
の
駅
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
、
池
原
自
治

会
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備

品
を
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
助
成
は
、(

一
財)

自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
、
宝
く
じ
の
収
益
を
地
域
に
還
元

す
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今

後
、
さ
ら
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が

推
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。▲除雪機の整備(池原自治会)

▲宝くじ社会貢献広報
　ロゴマーク

就
学
に
必
要
な
経
費
を
援
助
し
ま
す

市
民
活
動
団
体
支
援
事
業
応
募
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す

問 

す
こ
や
か
教
育
推
進
課（
☎
６
５
ー
８
６
０
６
）

問 

市
民
活
躍
課（
☎
６
５
ー
８
７
２
２
）

　
小
・
中
学
生
の
お
子
さ
ん
が
い
る
家
庭
で
、

経
済
的
に
お
困
り
の
保
護
者
を
対
象
に
、
令

和
２
年
度
分
の
学
校
で
必
要
な
学
用
品
費
の

一
部
や
学
校
給
食
費
な
ど
を
援
助
し
ま
す
。

【
対
　
象
】

　
市
内
在
住
で
、
県
内
国
公
立
の
小
・
中
学

校
ま
た
は
義
務
教
育
学
校
に
在
学
す
る
児

童
・
生
徒
の
保
護
者
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合

①
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る(

申
請
不
要)

。

②
世
帯
全
員
の
市
民
税
が
非
課
税
で
あ
る
。

③�

令
和
元
年
中
の
所
得
が
、
市
教
育
委
員
会

の
定
め
る
基
準
額
以
下
で
あ
る
。

④�

失
業
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、
所
得
が
著
し

く
減
っ
た
。

【
申
込
み
】

　
就
学
援
助
費
受
給
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
関
係
書
類
を
添
え
て
、
年
長
の
お
子

さ
ん
が
在
学
す
る
学
校
ま
た
は
担
当
課
ま
で

直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
請
書
は
学
校
お
よ
び
担
当
課
に
あ
り
ま

す
。

※�

令
和
元
年
度
に
就
学
援
助
お
よ
び
入
学
前

応
援
金
を
受
給
し
て
い
る
人
も
、
申
込
み

が
必
要
で
す
。

【
関
係
書
類
】

①�

援
助
費
の
口
座
振
込
を
希
望
の
場
合
は
、

通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し

②�

令
和
２
年
１
月
１
日
時
点
で
市
内
に
住
所

が
な
い
場
合
は
、
令
和
元
年
分
給
与
所
得

の
源
泉
徴
収
票
や
市
県
民
税
・
所
得
税
申

告
書
な
ど
、
令
和
元
年
中
の
所
得
金
額
が

わ
か
る
も
の(

写
し
で
も
可)

③�

住
ま
い
が
持
ち
家
で
な
い
場
合
は
、
家
賃

額
が
わ
か
る
も
の(

契
約
書
の
写
し
な
ど)

④�

失
業
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、
所
得
が
著
し

く
減
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
が
わ
か
る
も
の

(

離
職
票
や
給
与
明
細
書
の
写
し
な
ど)

と

担
当
地
区
の
民
生
委
員
の
意
見
書

【
受
付
期
間
】

　
２
月
３
日(

月)

～
４
月
17
日(

金)

※�

申
請
の
受
付
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
が
、

締
切
日
以
降
の
申
請
は
、
申
請
日
の
翌
月

か
ら
の
給
付
と
な
り
ま
す
。
新
入
学
児
童

生
徒
学
用
品
費
や
修
学
旅
行
費
の
受
給
に

影
響
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
提
出
先

　
す
こ
や
か
教
育
推
進
課〈
本
庁
舎
５
階
〉

　
☎
６
５
―
８
６
０
６

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
市
民
活
動
団
体
等
に
よ
る

社
会
貢
献
活
動
や
、
団
体
と
市
な
ど
が
協
働

し
て
実
施
す
る
事
業
を
支
援
す
る
た
め
、
令

和
２
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
事
業
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

※�

市
議
会
で
令
和
２
年
度
予
算
が
可
決
さ
れ

る
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

【
対
　
象
】

　
事
務
所
ま
た
は
活
動
拠
点
が
市
内
に
あ
る

市
民
活
動
団
体(

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
た
は
そ
れ
に

準
ず
る
団
体)

で
、社
会
貢
献
活
動
を
行
い
、募

集
要
項
に
定
め
る
要
件
を
満
た
す
団
体

【
助
成
内
容
】

①
事
業
支
援

　
市
民
活
動
団
体
が
自
主
的
に
行
う
活
動

で
、
継
続
性
が
期
待
さ
れ
る
事
業
へ
の
助
成

(

補
助
率
２
／
３
以
内
、
限
度
額
は
１
事
業

20
万
円)

②
協
働
事
業
支
援

　
市
民
活
動
団
体
が
他
の
組
織
と
協
働
し
て

行
う
事
業
へ
の
助
成(

補
助
率
２
／
３
以
内
、

限
度
額
は
１
事
業
30
万
円)

※�

①
・
②
と
も
に
、
継
続
事
業
は
３
年
ま
で
。

継
続
時
審
査
あ
り
。

※�

４
月
１
日
～
令
和
３
年
３
月
31
日
に
実
施

す
る
事
業
が
対
象
で
す
。

【
選
定
方
法
】

　
書
類
審
査
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン(

事

業
の
概
要
説
明
や
Ｐ
Ｒ)

※�

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
３
月
４
日(

水)

に
実
施
し
ま
す
。
詳
細
は
応
募
者
に
通
知

し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

　
申
込
書
と
必
要
書
類
を
直
接
左
記
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

募
集
要
項
は
、
市
民
活
躍
課
・
北
部
振
興

局
地
域
振
興
課
・
各
支
所
、
各
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

【
応
募
締
切
】

　
２
月
14
日(

金)

問
合
せ
・
提
出
先

　
市
民
活
躍
課
　
協
働
推
進
グ
ル
ー
プ

　〈
さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン 

文
化
福
祉
プ
ラ
ザ
１
階
〉

　
☎
６
５
―
８
７
２
２

▲市ホームページ

▲市ホームページ

市ホームページからＪＲ

のお得なきっぷ情報や

駅駐車場などの情報をご

覧いただけます。
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交
通
事
故
な
ど
で
保
険
診
療
を
受
け
る
場
合
は

30
日
以
内
に
届
出
が
必
要
で
す

湖
北
就
活
ナ
ビ
　
業
界
研
究
会

「
経
営
者
と
語
ろ
う
！
」を
開
催
し
ま
す

問 

保
険
医
療
課（
☎
６
５
ー
６
５
１
２
）

問 

商
工
振
興
課（
☎
６
５
ー
８
７
６
６
）

　
交
通
事
故
な
ど
第
三
者(

加
害
者)

の
行

為
に
よ
っ
て
受
け
た
ケ
ガ
や
病
気
の
治
療

費(

医
療
費)

は
、
本
来
、
加
害
者
が
負
担
す

べ
き
も
の
で
す
。

　
こ
の
場
合
、
医
療
保
険
や
福
祉
医
療
が

一
時
的
に
医
療
費
を
立
て
替
え
、後
日
、加

害
者
に
請
求
し
ま
す
。

　
第
三
者
行
為
に
よ
り
治
療
を
受
け
た
場

合
、
現
在
加
入
の
国
民
健
康
保
険
や
後
期

高
齢
者
医
療
、
福
祉
医
療
の
窓
口(

保
険
医

療
課)

ま
で
受
傷
か
ら
30
日
以
内
に
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】

　
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
次
の
場
合
も
第
三
者
行
為
で
す
】

　
〇
自
転
車
の
事
故(

自
損
は
除
く)

　
〇
暴
力
行
為
に
よ
る
ケ
ガ

　
〇
他
人
の
飼
犬
に
か
ま
れ
た
　
な
ど

【
注
意
点
】

〇�

加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ
た

り
、示
談
で
済
ま
せ
た
り
す
る
と
、保
険

診
療
に
よ
る
治
療
を
受
け
ら
れ
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〇�

加
害
者
に
請
求
す
る
分
に
つ
い
て
、
当

事
者
双
方
で
請
求
し
な
い
旨
の
示
談
を

行
う
と
、
医
療
保
険
や
福
祉
医
療
が
加

害
者
に
請
求
で
き
な
く
な
り
、
被
害
者

自
身
に
負
担
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。

【�

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
医
療
保
険
や
福
祉

医
療
が
使
用
で
き
ま
せ
ん 

】

〇
勤
務
中
や
通
勤
途
中
で
の
事
故

　
労
災
保
険
の
対
象

〇
違
法
行
為
に
よ
る
事
故

　
飲
酒
運
転
な
ど

問
合
せ

　
保
険
医
療
課〈
本
庁
舎
１
階
〉

　
☎
６
５
―
６
５
１
２

　
長
浜
市
・
米
原
市
の
企
業
の
経
営
者
が
就
活
中
の
学
生
等
に
対
し
、

事
業
の
魅
力
等
を
伝
え
る
業
界
研
究
会
「
経
営
者
と
語
ろ
う
！
」
を
開
催

し
ま
す
。

　
普
段
の
就
職
活
動
で
は
接
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
経
営
者
か
ら
直

接
事
業
の
話
を
聞
け
る
業
界
研
究
会
の
ほ
か
、
就
職
活
動
に
役
立
つ
セ

ミ
ナ
ー
、
企
業
担
当
者
と
本
番
さ
な
が
ら
に
行
う
模
擬
面
接
と
３
つ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
就
職
活
動
に
対
し
て
考
え
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
湖
北
で
働
く
よ
さ
、
楽
し
さ
に
気
軽
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、就
活
中
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　「
湖
北
就
活
ナ
ビ
」
は
、
湖
北
地
域
の
将
来
を
担
う
若
い
世
代
の
地
元

企
業
へ
の
就
職
を
応
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
と
　
　
き
】 

２
月
17
日(

月)

13
時
～
17
時

【
と
こ
ろ
】 

長
浜
バ
イ
オ
大
学(

田
村
町)

【
参
加
事
業
所
】 

長
浜
市
・
米
原
市
の
事
業
所
　
16
社

【
対
　
　
象
】 �

大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
門
学
校
等
の
学

生
、卒
業
後
３
年
以
内
の
求
職
者

【
申
込
み
】 �

事
前
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
履
歴
書
不
要
、服
装
自
由
、当
日
参
加
可
能
で
す
。

問
合
せ

　
商
工
振
興
課〈
本
庁
舎
２
階
〉

　
☎
６
５
―
８
７
６
６

「
Ｂ

ビ

ワ

Ｉ
Ｗ
Ａ
―
Ｔ

テ

ク

Ｅ
Ｋ
Ｕ
」に
市
内
コ
ー
ス
と

イ
ベ
ン
ト
情
報
を
公
開
し
ま
し
た

な
が
は
ま
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

「
ま
か
せ
て
会
員
」を
募
集
し
ま
す

問 

健
康
企
画
課（
☎
６
５
ー
７
７
７
９
）

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ
―

Ｔ
Ｅ
Ｋ
Ｕ
」に
、１
月
か
ら
市
内
の
名
所
な
ど

を
巡
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
イ
ベ
ン
ト

の
公
開
を
開
始
し
ま
し
た
。コ
ー
ス
を
歩
き
、

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
で
ま
ち
の
新
し

い
魅
力
を
発
見
し
な
が
ら
、
楽
し
く
健
康
ポ

イ
ン
ト
を
た
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
は
利
用
促
進
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
初
回
の
ア
プ
リ
起
動(

ロ
グ
イ
ン)

時
に

５
０
０
ポ
イ
ン
ト
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
大

変
お
得
で
す
。

　
こ
の
機
会
に「
Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ
―
Ｔ
Ｅ
Ｋ
Ｕ
」を

始
め
て
健
康
と
賞
品
を
ダ
ブ
ル
で
ゲ
ッ
ト
し

ま
し
ょ
う
。

【
参
加
方
法
】

①�

コ
ー
ス
：「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
メ

ニ
ュ
ー
か
ら
選
択
し
、長
浜
市
を
選
ん
で
、

歩
き
た
い
コ
ー
ス
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
た
ら
ア
プ
リ

で
ボ
タ
ン
を
押
す
と
ポ
イ
ン
ト
が
得
ら
れ

ま
す
。

②�

イ
ベ
ン
ト
：「
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
る
」を
メ

ニ
ュ
ー
か
ら
選
択
し
、
長
浜
市
を
選
ん
で

対
象
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
を
確
認
。
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
電
子
ス
タ
ン
プ
も
し
く
は

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
ポ
イ
ン
ト
が
得
ら
れ
ま

す
。

※�

Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ
―
Ｔ
Ｅ
Ｋ
Ｕ
と
は
、
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
や
、
歩
い
た
歩
数
で
進
む
こ
と
が

で
き
る
バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
各

種
健
診
の
受
診
や
自
分
で
設
定
し
た
健
康

に
関
す
る
目
標
の
達
成
、
体
重
・
血
圧
等

の
身
体
情
報
記
録
で
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
を

た
め
る
こ
と
が
で
き
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
す
。た
ま
っ
た
健
康
ポ
イ
ン
ト
は
１
，

０
０
０
点
単
位
で
年
１
回
賞
品
に
応
募
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ

　
健
康
企
画
課

　〈
な
が
は
ま
ウ
ェ
ル
セ
ン
タ
ー
１
階
〉

　
☎
６
５
―
７
７
７
９

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、

子
育
て
等
の
援
助
を
受
け
た
い
人
「
お
ね
が

い
会
員
」と
子
育
て
等
の
援
助
を
行
い
た
い
人

「
ま
か
せ
て
会
員
」が
会
員
と
な
り
、地
域
で
互

い
に
助
け
合
い
、子
育
て
を
と
お
し
て
地
域
に

『
子
育
て
の
安
心
』と『
人
と
人
と
の
温
か
な
関

係
』を
育
て
て
い
く
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
子
ど
も
が
好
き
で
子
ど
も
や
保
護
者
と
関

わ
り
た
い
人
、子
育
て
が
終
わ
り
時
間
に
余
裕

が
あ
る
人
、子
育
て
中
で
自
分
の
子
ど
も
と
一

緒
に
育
児
し
て
助
け
合
い
た
い
人
、ぜ
ひ
、「
ま

か
せ
て
会
員
」に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
登
録

は
無
料
で
す
。
活
動
に
対
し
、会
員
間
で
報
酬

の
支
払
い
が
あ
り
ま
す
。

【
登
録
条
件
】

〇
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

〇�

自
宅
で
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る

人
、ま
た
は
自
家
用
車
で
子
ど
も
の
送
迎
が

で
き
る
人

※�

資
格
、
経
験
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
セ
ン
タ
ー
主
催
の
講
習
会
、
救
命
講
習

会
の
受
講
が
必
須
で
す
。

【
登
録
方
法
】

〇�

印
鑑
と
本
人
確
認
書
類(

免
許
証
・
保
険
証

等)

を
持
っ
て
下
記
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〇�

会
員
証
に
貼
る
顔
写
真
の
撮
影
を
行
い
ま

す
。

※「
お
ね
が
い
会
員
」も
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先

　�

な
が
は
ま
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー(

サ
ン
サ
ン
ラ
ン
ド
内
・
地
福
寺
町)

　
☎
６
４
―
３
９
０
０

〇
受
付
時
間
９
時
～
17
時

　
水
曜
、祝
日
、第
１
・
第
３
日
曜
休
館

▲ダウンロードはこちらから
　今年は初回ログインで
　500ポイントプレゼント

▲市ホームページ

▲BIWA-TEKU画面

２
月
23
日(

日
・
祝)

は
ご
み
の

持
込
み
が
可
能
で
す

問 

環
境
保
全
課（
☎
６
５
ー
６
５
１
３
）

　
ク
リ
ス
タ
ル
プ
ラ
ザ
、ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト

お
よ
び
伊
香
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
で
ご
み
の
持

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、ご
利
用
く

だ
さ
い
。

○
受
付
時
間

　
８
時
30
分
～
12
時
、13
時
～
16
時
30
分

○
次
回
持
込
み
受
付
予
定
日

　
３
月
22
日(

日)

問 健康企画課（☎６５ー７７７９）
２月の長浜市民献血デーにご協力ください

　毎月第２土曜日は市民献血デーです。献血へのご協力をお願
いします。

２月８日（土）　西友長浜楽市店
【受付時間】10時～11時45分、13時～15時30分

※�400ml献血をお願いします。詳しくは、滋賀
県赤十字血液センターホームページまで
　(https://www.bs.jrc.or.jp/kk/shiga/)

▲市ホームページ
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このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さん

の活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を

紹介します。あなたが知っている旬の話題など

があれば、市民広報課（☎65－6504）までお知

らせください。

長浜市公式 SNS

●�長浜の催しや風景など、自慢の一枚をインスタグラムに投稿してください。
長浜市公式インスタグラムアカウント「# みんなのちょぴっく」で紹介します。
詳しくは市ホームページをご覧ください。

●�見聞録のイベントは市公式 Facebookページでもさらに詳しくみることができ
ます。 ▲市ホームページ ▲ほっとにゅ〜す

12月８日(日)
多くの作品の中から選ばれました
　第61回長浜文学祭・第７回長浜こども文学賞の表彰式が開催

されました。

　こども文学賞の応募者数は、市内の小中学生の約６割にあた

る5,925人で、過去最多の作品の中から選ばれた優秀作品45点

が表彰されました。市長は「皆さんの活動は、湖北の文芸の底上

げにつながる。長浜が文化が薫るまちとなるよう、先頭に立っ

て頑張ってほしい」と祝いの言葉を述べました。

12月21日(土)
市内の高校生たちが WEB で地域の魅力を発信
　市民や大学・企業などと関わりながら地域に新たな価値を見

出す事を目的とした「高校生C
チ ャ レ ン ジ

hallenge&
アンド

C
ク リ エ ー シ ョ ン

reationプロジェク

ト」の成果発表会が長浜バイオ大学で行われました。

　地域の店舗や企業を高校生自らが取材し、動画とWEBデザイン

を作成したこのプロジェクト。下記でご覧になれます。

　　　　　　　　高校生プロジェクトホームページ▶

12月14日(土)
湖北の夜を彩るイルミネーションが点灯
　湖北町速水の湖北支所西公園で、イルミネーションの点灯式が

行われました。今年は「令和」をテーマとし、約12万球のLED電

球を使ったモニュメントが設置されました。湖北の冬の風物詩

となった「こほくイルミの広場」の始まりを、多くの人がカウント

ダウンとともに迎えました。

　イルミネーションが点灯されると集まった家族連れらから大

きな歓声があがりました。

１月10日(金)～
豊かな香りと鮮やかな花々
　今年で69回目を迎える「長浜盆梅展」が開幕しました。

　紅白の鮮やかな花、枝ぶり、華やかな香りで毎年、多くの人を魅了

する盆梅。推定樹齢250年の「瑞
ずい

光
こう

」を始めとする約90鉢が展示

されています。

　また、昨年に引き続き、京都造形芸術大学の学生が新館の展示を

プロデュース。シルエットを利用した幻想的な展示をぜひ一度体感

してみてください。（3月10日(火)まで開催)　

12月28日(土)
駅前に響いた華やかな歌声
　えきまちテラス長浜で地元の有志が集まり、ベートーベンの

「第九」を合唱しました。

　音楽を楽しみながら、地元を活性化することを目的として参加

者を募り、８月から練習を重ねてきました。小学生から大学生、

主婦やオペラ合唱団の代表まで、多彩なメンバーが参加し、ソプ

ラノやアルトなどのパートに分かれて表現力豊かな歌声を披露。

会場は大きな拍手で包まれました。

１月５日(日)
災害・火災のない一年を願って
　浅井支所駐車場で「消防出初式」が行われました。

　浅井中学校吹奏楽部の演奏の中、分列行進が行われ、市内の各

分団の団員や、企業の自衛消防団ら520人と車両17台が参加し

ました。

　式では、各分団員による人員報告の後、山
やま

﨑
ざき

重
しげ

男
お

団長による訓

示、服装・車両点検に続き、消防車両７台による一斉放水が行わ

れました。

１月12日(日)
未来に向け誓い新たに
　市内の２会場で「新成人を祝うつどい」が開かれ、

1,049人が参加しました。

　長浜会場では西
にし

川
かわ

葵
あおい

さんと安
あ

達
だち

万
ま

結
ゆ

さん、伊香会場

では山
やま

根
ね

早
さ

紀
き

さんと高
たか

橋
はし

朋
とも

花
か

さんが新成人を代表して

誓いの言葉を述べ、「社会を担う一員として、自分の行

動に責任と自覚を持ち、地域社会に貢献していきたい」

と決意を新たにしました。

　式典後の「交歓のつどい」では、久しぶりに会った同

級生と楽しい一時を過ごしました。



やま折り

やま折り

やま折り
のりしろ のりしろ

　市民の皆さんの声を市政に反映し、暮らしや
すいまちをつくるため、「市民からのメッセー
ジ」を募集します。「広報ながはま」や市政に
関する意見や提案をお聞かせください。
　お寄せいただいたメッセージは、市民の皆さ
んと共有するため、今後、市ホームページで掲
載する場合があります。

●飛び出す市長室「座ぶとん会議」
　市長が地域へ出向き、市民の皆さんと直接意見
交換をします。テーマは申込者が自由に設定でき
ます。詳しくは下記までお問い合わせください。
●ご意見箱
　市役所１階市民交流ロビーに、「ご意見箱」を
設置しています。
●市ホームページ
　トップページの「市へのご意見」から、
手軽に意見や提案を送ることができます。

ご利用ください長浜市の広聴制度市民の皆さんの声をお聞かせください

「市民からのメッセージ」

長浜市役所市民広報課 （ ☎６５－６５０４／FAX６５－４００６）【問合せ】

差
出
有
効
期
間

20
20
年
5
月
31
日

ま
で

≪記入方法等について≫

長 浜 市 役 所 市 民 広 報 課 行

長 浜 市 八 幡 東 町 ６ ３ ２

料
金
受
取
人
払
郵
便

長
浜
局
承
認

2
1

５
２
６
８
７
９
０

①複数の設問がありますが、いずれかの設問への記入だけでも受け付けます。
②郵便切手は不要です。FAXでの受付もできます。
③担当課からの返事をご希望の場合は、住所・氏名・連絡先をご記入ください。
メールアドレスのみ、番地や氏名の記載がないなどの場合は匿名扱いとなり、
お返事ができません。
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市政の動き　(12月12日〜１月９日)
市役所内で行われた会議について、
その内容を概略でお知らせします。
詳しくはホームページまで。

会議名など 内　容

12月12日(木)

第１回長浜市都市計画審議会

担当課：都市計画課(☎６５－６５６２)

長浜市景観まちづくり計画の変更について事務局から説明を受け、同
意することを決議しました。また、長浜北部都市計画特定用途制限地
域の変更および田村駅周辺整備事業の進捗状況について事務局から
説明を受けました。

12月19日(木)

第４回長浜市図書館協議会

担当課：生涯学習文化課(☎６５－６５５２)

令和元年６月～７月に実施した利用動向調査の中間報告について事
務局から説明を受けました。また、さざなみタウンながはま文化福祉
プラザに移転開館した新長浜図書館の利用状況について事務局から
説明を受け、館内の視察を行いました。

12月20日(金)

第２回長浜市環境審議会

担当課：環境保全課(☎６５－６５１３)

会長、会長職務代理者の選任を行いました。また第２次長浜市地球温暖

化対策実行計画(区域施策編)の策定について事務局から説明を受け、意

見交換しました。

１月９日(木)

第２回長浜市道路整備アクションプログラム策定懇話会

担当課：道路河川課(☎６５－６５３１)

長浜市道路整備アクションプログラム策定に係る評価指標に係るアン
ケート結果、長浜市道路整備アクションプログラム対象路線の判定基準
および対象路線の１次評価結果などについて事務局より説明を受け、質
疑応答を行いました。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
心

と
体
の
成
長
を
願
っ
て

　
南
郷
里
幼
稚
園
で
は
、
体

を
動
か
す
こ
と
で
心
も
体
も

育
つ
こ
と
を
願
い
、
様
々
な

取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
毎
週

水
・
木
・
金
曜
日
を
「
歩
こ

う
デ
ー
」と
位
置
づ
け
、
親
子

で
徒
歩
通
園
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
園
区
は
田
畑
が
多

く
、
田
ん
ぼ
の
中
の
道
が
通

園
路
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
冬
に

は
寒
風
を
ま
と
も
に
受
け
頬

を
赤
く
染
め
、
白
い
息
を
吐

き
な
が
ら
登
園
し
ま
す
。
元

気
に
歩
い
て
登
園
す
る
親
子

が
徐
々
に
増
え
て
お
り
徒
歩

通
園
の
大
切
さ
が
浸
透
し
て

き
て
い
る
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
の
取
組
を
継
続
す
る

こ
と
で
体
力
や
注
意
力
、
交

通
マ
ナ
ー
な
ど
を
育
む
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
保
育
の
な
か
で
も

体
を
動
か
す
こ
と
に
重
点
を

お
い
て
い
ま
す
。
朝
の
体
操

で
は
、
季
節
に
応
じ
た
曲
に

合
わ
せ
て
元
気
い
っ
ぱ
い
体

を
動
か
し
て
お
り
、
運
動
会

後
か
ら
は
、
４
・
５
歳
児
が
先

生
役
に
な
っ
て
、
み
ん
な
の

前
に
出
て
体
操
を
す
る
姿
も

見
ら
れ
ま
す
。
体
操
に
続
い

て
、
市
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
「
運
動
あ
そ
び
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

鉄
棒
に
取
り
組
む
５
歳
児
は

自
分
な
り
の
め
あ
て
を
持
っ

て
い
て
、
真
剣
な
表
情
で
何

度
も
挑
戦
し
た
り
、
友
だ
ち

と
励
ま
し
あ
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。
４
歳
児
は
鬼
ご
っ
こ
、

３
歳
児
は
動
物
の
ま
ね
っ

こ
遊
び
が
大
好
き
で
、
体
を

い
っ
ぱ
い
動
か
し
、
ク
ラ
ス

の
み
ん
な
で
繰
り
返
し
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
体
を
動
か
す

こ
と
が
大
好
き
に
な
り
、
動

け
る
体
と
人
と
う
ま
く
か
か

わ
れ
る
心
を
育
成
で
き
る
よ

う
、
保
護
者
と
も
手
を
取
り

合
い
な
が
ら
、
子
ど
も
の
興

味
関
心
に
応
じ
た
様
々
な

活
動
を
取
り
入
れ
て
い
き
ま

す
。

学校・園活動
紹介

35

▲今日は５歳児が体操の先生に

▲寒い日でも歩いて登園

◀︎市教育委員会フェイスブック
学校・教育関係の情報が満載

南郷里幼稚園



性別 年齢男・女 歳

住　所

氏　名

電　話
F A X

メール

長浜市

今月号の特集に関するご意見

広報ながはまに関するご意見

今後、特集を希望するテーマ

※○をつけてください。

担当課からの返事をご希望の場合は、連絡先
をご記入ください。

FAXでも受け付けます。 FAX６５－４００６

（電話・メール・FAX）で返事を希望

谷折り

谷折り

谷折り

谷折り

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ
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で、広報ながはまをもっとお手軽に！
◆�広報紙がスマートフォンやタブレット端末でいつでもどこでも読める

◆広報紙のバックナンバーも読める　◆地域のお好み情報をお届け
※ＱＲコードを読み取ってアプリをダウンロードしてください

　「広報ながはま」は４月からリニューアルし、月１回の発行にな
ります。
　より充実した広報紙と、市ホームページやアプリから、タイム
リーな情報をお届けします。
　今後も、市民の皆さんに市の情報をわかりやすくお伝えするよ
う努めていきます。広報ながはまをよろしくお願いします。

　市民の皆さんがより市の情報を入手できるよう、広報なが
はまを下記場所に設置しています。
　あわせて、広報ながはまを設置いただける店舗・事業所を
募集しています。担当課までお問い合わせください。

【商業施設】
平和堂木之本店、フレンドマート長浜平方店、アル・プラザ長浜店、フレンドマート湖北店、フレンドマート長浜祇園
店、フレンドマート浅井店、モンデクール長浜、えきまちテラス長浜、イオン長浜店、ザ・ビッグ高月店、パワーズ高月
店、スーパーマーケットバロー長浜店、フタバヤ長浜店

【公共施設等】
市役所本庁舎案内・各支所、各図書館、各まちづくりセンター、長浜市民交流センター、
長浜文化芸術会館、市立長浜病院、長浜市立湖北病院

　　　　　　　　　　　　 市ホームページでも広報誌が見られます。　市ホームページ▶

問 市民広報課(☎６５－６５０４)

こちらにも「広報ながはま」を置いています
※順不同、敬称略　　　　　　　　　　　　　　　　(令和２年１月１日現在)

〇ポイント１　見やすく読みやすい「優しい」広報紙
年齢やしょうがいの有無に関わらず読みやすいフォント(書体)を使用し、あらゆる人が快
適に読める紙面と正確な情報伝達に努めます。また、見やすい色調を採用し、読みやすく目
に優しい広報紙をめざします。

〇ポイント２　分かりやすさと探しやすさが向上
コーナーインデックスの採用、記事に関連するウェブページのQRコードを掲載するなど、
必要な情報にアクセスしやすくなる仕組みを積極的に取り入れます。

〇ポイント３　より親しみやすい紙面構成
市民活動や交流の拠点である「まちづくりセンター」、「市民協働センター」、「図書館」等か
らの情報を掲載する「さざなみタウンニュース」や、子育て世代に必要な健診等の情報をま
とめた新しい「ほけんだより」など、皆さんに親しまれるコーナーを充実します。

〇ポイント４　コンパクトな紙面と情報量
レイアウトを見直し、省スペース化を図りながら、従来(月２回)の広報紙と同程度の情報量
を確保します。

「
広
報
な
が
は
ま
」が

 

４
月
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す



市長
コラム　
市長
コラム　

※至誠通天
　 誠を尽くせば天が
　 味方してくれること
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令
和
初
の
盆
梅
展

　
長
浜
の
春
を
告
げ
る
風
物
詩
「
長
浜
盆
梅

展
」
が
開
幕
し
て
い
ま
す
。
夏
の
暑
さ
や
風

雨
な
ど
に
耐
え
、
こ
の
時
期
だ
け
に
咲
く
可

憐
な
花
は
、
見
る
も
の
を
惹
き
つ
け
、
昭
和
、

平
成
、
令
和
と
時
代
を
超
え
、
今
年
69
回
目

を
数
え
ま
し
た
。

　
樹
齢
４
０
０
年
を
超
え
る「
不ふ

老ろ
う

」、
高
さ

３
メ
ー
ト
ル
近
く
に
な
る
「
さ
ざ
れ
岩
」
な

ど
個
性
あ
ふ
れ
る
90
鉢
の
盆
梅
は
も
ち
ろ

ん
、
明
治
の
迎
賓
館
「
慶
雲
館
」
の
佇
ま
い
、

平
安
神
宮
神
苑
を
は
じ
め
日
本
有
数
の
名

園
を
手
掛
け
た
小お

川が
わ

治じ

兵へ

衛え

の
庭
園
な
ど

見
ど
こ
ろ
は
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
小こ

泉い
ず
み

純じ
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

元
総
理
や

声
優
の
山や

ま

口ぐ
ち

勝か
っ

平ぺ
い

さ
ん
ら
多
く
の
著
名
人

も
来
場
い
た
だ
い
て
お
り
、
昨
年
は
駐
日
ア

メ
リ
カ
大
使
も
家
族
で
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

大
使
は
、
盆
梅
を
見
て「
ワ
ン
ダ
フ
ル
」と
声

を
あ
げ
ら
れ
、
こ
の
盆
梅
展
に
日
本
文
化
の

神
髄
を
感
じ
た
と
も
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機

に
今
後
ま
す
ま
す
海
外
と
の
つ
な
が
り
が

大
事
に
な
る
中
、
ア
メ
リ
カ
大
使
が
認
め
た

日
本
文
化
が
長
浜
に
あ
る
こ
と
を
誇
り
に

思
い
、
こ
れ
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が

今
後
の
長
浜
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
だ
と

決
意
し
て
お
り
ま
す
。

　「
梅
の
花
が
咲
き
誇
る
よ
う
な
美
し
い
時

代
に
」
と
の
意
味
が
込
め
ら
れ
た
新
元
号

「
令
和
」の
初
開
催
と
な
る
今
回
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
慶
雲
館
ま
で
足
を
お
運
び

い
た
だ
き
、
あ
ら
た
め
て
盆
梅
の
麗
し
さ
、

芳
し
い
梅
の
香
を
楽
し
み
、
優
れ
た
日
本
文

化
を
体
感
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
特
に
、
令
和
を
担
う
小
中
学
生
の
皆
さ
ん

に
は
、
今
後
海
外
と
の
交
流
が
大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
身
近
な
日
本
文

化
を
体
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
２
月
１
日(

土)

か
ら
は
土
日
祝
日
に
夜

間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。
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市立病院通信-○-106
このコーナーでは、病院施設や事業のほか、生活に役立つ“健康豆知識”
などを紹介します。

▲長浜盆梅展開場式

第69回長浜盆梅展ホームページ▶

睡
眠
時
の
呼
吸
障
害
に
つ
い
て

　
睡
眠
時
の
呼
吸
障
害
で
馴
染
み
が
あ

る
の
が
、
い
び
き
を
伴
う
閉へ

い

塞そ
く

性せ
い

睡
眠

時
無
呼
吸
症
候
群(

閉
塞
型)

だ
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
睡
眠
時
の
呼

吸
障
害
の
一
部
で
あ
り
、
実
は
17
種
類

も
あ
り
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
高
齢
化
に
伴
い
、
心
不

全
・
脳
卒
中
・
腎
不
全
お
よ
び
慢
性
閉

塞
性
肺
疾
患(

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ)

の
増
加
も
顕

著
に
な
り
、
閉
塞
性
睡
眠
時
無
呼
吸
症

候
群
で
は
呼
吸
が
徐
々
に
増
大
と
減
少

を
繰
り
返
し
、
呼
吸
が
最
も
弱
く
な
っ

た
と
き
に
し
ば
ら
く
停
止
し
て
い
る
よ

う
な
呼
吸(

チ
ェ
ー
ン
・
ス
ト
ー
ク
ス

呼
吸)

を
伴
う
中

ち
ゅ
う

枢す
う

性せ
い

睡
眠
時
無
呼
吸

が
多
く
、
後
者
の
重
症
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
で
は
、

レ
ム
睡
眠
時
に
お
い
て
特
に
顕
著
と
な

る
睡
眠
時
の
低
換
気(

低
換
気
型)

に
注

意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た

め
、重
症
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
に
限
ら
ず
、覚
醒
時

に
高
二
酸
化
炭
素
血
症
を
伴
う
神
経
筋

疾
患
等
に
注
意
が
必
要
な
ほ
か
、
低
肺

機
能
者
の
人
は
、
レ
ム
睡
眠
期
の
顕
著

な
肺
胞
低
換
気
や
高
二
酸
化
炭
素
血
症

の
悪
化
に
注
意
が
必
要
で
あ
り
、
不
眠

の
た
め
睡
眠
導
入
薬
を
服
用
し
て
い
る

人
は
、
低
換
気
が
さ
ら
に
顕
著
に
な
る

と
の
認
識
が
重
要
で
す
。

　
睡
眠
時
の
呼
吸
障
害
が
体
に
及
ぼ
す

影
響
と
し
て
は
、閉
塞
型
で
は
低
酸
素
・

高
二
酸
化
炭
素
血
症
・
胸
腔
内
圧
の
過

度
の
変
動
に
よ
る
循
環
動
態
へ
の
影
響

や
短
期
覚
醒
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
低
換
気
型
で
は
低
酸
素
・
高
二
酸

化
炭
素
血
症
・
中
途
覚
醒
の
症
状
が
あ

り
、
特
に
睡
眠
中
の
動
脈
血
二
酸
化
炭

素
分
圧
が
異
常
に
上
昇
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
睡
眠
時
の
呼
吸
障
害
で

は
、
呼
吸
不
全
や
心
不
全
の
原
因
ま
た

は
悪
化
因
子
と
な
り
ま
す
の
で
、
持
続

陽
圧
呼
吸
療
法(

Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ)

、
非
侵
襲

的
陽
圧
換
気
療
法(

Ｎ
Ｐ
Ｐ
Ｖ)

な
ど
に

よ
り
悪
循
環
に
歯
止
め
を
か
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
睡
眠
時
の
呼
吸
障
害
が
あ
っ

て
も
覚
醒
時
に
は
酸
素
の
値
や
二
酸
化

炭
素
の
値
が
正
常
値
の
場
合
が
ほ
と
ん

ど
の
た
め
、
睡
眠
時
に
連
続
測
定
し
て

変
化
を
見
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
在

宅
酸
素
療
法(

Ｈ
Ｏ
Ｔ)

中
の
人
や
神
経

筋
疾
患
等
の
人
で
起
床
時
の
頭
痛
・
睡

眠
中
の
呼
吸
困
難
・
イ
ラ
イ
ラ
し
や
す

い(

性
格
の
変
化)

・
日
中
の
眠
気
な
ど

の
症
状
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
か
か
り
つ

け
医
ま
た
は
訪
問
看
護
の
人
に
ご
相

談
の
う
え
、
当
院
呼
吸
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム(

Ｒ
Ｓ
Ｔ)

に
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

臨床工学技術科
臨床工学技師次長兼呼吸
ケアサポートチーム(ＲＳＴ)
副部長

草
くさ

野
の

　信
しん

悟
ご

問 

市
立
長
浜
病
院

　（
☎
６
８
―
２
３
０
０〈
代
表
〉）

東京2020オリンピック聖火リレー
長浜市サポートランナーを募集します

長浜市スポーツ交流会＆体力測定会を開催します

　聖火リレーに一人でも多くの人に参加してもら

い、みんなで聖火リレーを盛り上げるため、聖火ラ

ンナーの後方を並走するサポートランナーを募集

します。一生の思い出として、一足先にオリンピッ

クを肌で感じてみませんか。

【と　　き】 ５月29日(金)　19時30分頃

※時間は変更になる場合があります。

【と こ ろ】 長浜市聖火リレーゴール地点

　　　　　 (豊公園内)

【対　　象】 市内在住の小学校１年生～５年生

※保護者による送迎、付き添い等が可能な人

【募集人数】20人(各学年４人)

【募集期間】 ２月３日(月) ～ 28日(金)

　スポーツを楽しみながら健康になりましょう。

　自分の体力を知ることが健康への第一歩です。長

浜市スポーツ推進委員会では、体力測定会とニュース

ポーツとして話題沸騰のユニカールやボッチャの体

験会を開催します。仲間と一緒に楽しく体を動かし

て自分の体力を知り、健康な毎日を過ごしましょう。

【と　き】

　２月29日(土)　12時30分～16時

※開催時間中であれば、途中参加いただけます。

【ところ】

　湖北体育館(湖北町速水)

【内　容】

体力測定

　握力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、立ち幅

跳び、開眼片足立ち

※年齢によって測定内容が異なります。　　　　　

ニュースポーツ体験

　〇ユニカール　�氷上のスポーツ・カーリングのよ

うに、専用のカーペット上でストー

ンを滑らせて点数を競います。

　〇ボッチャ　�パラリンピックの正式種目であり、投

げたり他のボールに当てたりし、目標

にいかに近づけるかを競います。

　〇ストラックアウト他

※�個人でも複数でも参加できます。体験会でのチー

ム分けはスポーツ推進委員会で行います。

【持ち物】

　体育館シューズ

【申込み】

　電話で下記までお申し込みください。

問合せ・申込み先

　長浜市スポーツ推進委員会事務局(長浜市民体育館内)

　☎６３―９８０６

　スポーツ振興課〈本庁舎３階〉

　☎６５―８７８７

【選考方法】 応募者の中から抽選で決定します。

※�３月29日(日)長浜伊香ツインアリーナ竣工

式典終了後に、公開抽選を予定しています。

【応募方法】 �応募用紙に必要事項を記入のう

え、各学校または担当課まで提出

してください。

【応募用紙】 �市内各小学校から配布します。市

ホームページからダウンロードす

ることもできます。　

　　　　　　　市ホームページ▶

問合せ

　スポーツ振興課〈本庁舎３階〉

　☎６５―８７８７   

　  sposhin@city.nagahama.lg.jp



長浜盆梅展ライトアップをお楽しみください
２月１日(土) ～３月８日(日)の土日祝日
17時～ 20時30分(入館は20時まで)

　長浜に春を呼ぶ風物詩「長浜盆梅展」が始まりました(３月10日(火)ま

で)。今年もライトアップを行います。昼間とは一味違った幻想的な盆

梅をご覧ください。今年も、京都造形芸術大学がプロデュースする新館の

展示や、庭園での盆梅の展示など、インスタ映えするスポットがたくさん

登場します。同時開催のフォトコンテストへの参加もお待ちしています。

【会　　場】 慶雲館(港町)

【観覧料金】 大人　　　800円

　　　　　 小中学生　400円

曳山まつり「観覧桟
さ

敷
じ き

席」予約受付中
　４月15日(水)に長濱八幡宮に設ける桟敷席の予約を、下記のとおり受け付けます。

【料　　金】 イス席：一人 4,500円
　　　　　 ござ席：一人 3,500円

【受付期間】 ２月３日(月) ～ 17日(月)

※�電話で下記まで。申込み多数の場合と場所

は抽選。
問・申 (公社)長浜観光協会(☎６５－６５２１)

21　広報ながはま　2020 年２月１日 広報ながはま　2020 年２月１日　20

シリーズ○

市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り輝いています。このコー
ナーでは、数ある文化財の中から代表的な
ものをシリーズで紹介します。
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総
持
寺
は
、
近
世
初
期
の
実
務
官
僚
で
多

方
面
に
芸
術
的
才
能
を
発
揮
し
た
、
小こ

堀ぼ
り

遠え
ん

州し
ゅ
う

の
生
家
に
ゆ
か
り
の
あ
る
寺
で
す
。

　
本
寺
は
天
平
年
間(

７
２
９
～
７
４
９)

行ぎ
ょ
う

基き

に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
神じ

ん

照し
ょ
う

寺じ(

新
庄
寺
町)

の
学が

く

頭と
う(

僧
侶
の
教
育
等
を
行

う
学
務
の
長)

実じ
っ

済さ
い

が
、
荒
廃
し
て
い
た
薬
師

堂
を
永え

い

享き
ょ
う

２
年(

１
４
３
０)

将
軍
足あ

し

利か
が

義よ
し

政ま
さ

の
御み

教き
ょ
う

書じ
ょ

を
得
て
復
興
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

お
り
、こ
の
時
、小
堀
氏
が
堂
塔
の
建
立
に
尽

力
し
、
以
後
代
々
寺
を
支
え
て
き
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
小
堀
新し

ん

介す
け

正ま
さ

次つ
ぐ(

遠

州
の
父)

の
屋
敷
、
す
な
わ
ち
遠
州

の
生
家(

小
堀
氏
館
遺
跡)

は
す
ぐ

近
く
に
あ
り
、
館

や
か
た

跡あ
と

の
付
近
に
は
、

城
館
を
囲
っ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
、
堀(

ば
ん
ば
堀)

が
現
存
し
て

い
ま
す
。
総
持
寺
文も

ん

書じ
ょ(

総
持
寺

に
伝
わ
る
文
書
・
市
指
定
文
化
財)

に
は
、
土
地
の
売
買
や
寄
進
の
記

録
に
た
び
た
び
小
堀
氏
の
名
前
が

見
ら
れ
ま
す
。

　
戦
国
大
名
の
浅
井
氏
も
代
々
庇ひ

護ご

を
加
え

て
き
ま
し
た
が
、
織
田
信
長
の
兵
火
に
か
か

り
堂
塔
の
大
多
数
を
焼
失
し
て
し
ま
い
ま

す
。
寛
永
元
年(

１
６
２
４)

に
本
堂
、
大
門

な
ど
が
建
立
さ
れ
、
現
在
の
寺
観
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
総
持
寺
は
牡
丹
の
寺
と
し
て
も
有

名
で
、
県
指
定
文
化
財
の
仁
王
門
を
く
ぐ
る

と
、境
内
に
植
え
ら
れ
た
お
よ
そ
１
，０
０
０

株
の
牡
丹
が
出
迎
え
ま
す
。
見
ご
ろ
は
例
年

４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
で
、
多
く
の
参
拝

者
で
賑
わ
い
ま
す
。
牡
丹
が
終
わ
る
こ
ろ
に

は
芍

し
ゃ
く

薬や
く

が
花
を
咲
か
せ
、
初
夏
の
境
内
を
彩

り
ま
す
。
堂
内
に
は
国
指
定
文
化
財
の
木も

く

造ぞ
う

聖し
ょ
う

観か
ん

音の
ん

立り
ゅ
う

像ぞ
う

、
本
尊
の
薬
師
如
来
像
を
は
じ

め
、た
く
さ
ん
の
仏
像
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
庭
園
は
池
の
周
り
を
回
遊
し
て
鑑
賞
す
る

池ち

泉せ
ん

回か
い

遊ゆ
う

式し
き

で
、客
殿
の
北
に
位
置
し
、東
側

の
本
堂
の
裏
ま
で
延
び
て
い
ま
す
。
中
央
に

東
西
に
長
く
広
い
池
を
配
し
、
池
の
北
側
を

築
山
と
し
ま
す
。
築
山
の
中
央
部
に
は
大
き

な
立
石
を
置
き
、こ
れ
を
庭
の
要
と
し
、こ
こ

に
滝
を
表
現
し
た
石
組
を
配
し
、
枯か

れ

流な
が

れ
が

池
に
注
ぐ
と
こ
ろ
に
石
橋
を
架
け
ま
す
。
こ

の
他
に
も
、池
の
各
所
に
、意
匠
を
異
に
し
た

石
橋
を
架
け
、
こ
の
庭
の
見
ど
こ
ろ
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
池
に
は
五
重
の

層
塔
を
建
て
た
小
さ
な
岩
島
が
あ
り
ま
す
。

　
市
内
で
は
数
少
な
い
江
戸
時
代
前
期
の
庭

と
し
て
、
ま
た
小
堀
氏
ゆ
か
り
の
寺
院
の
庭

と
し
て
、地
域
の
大
切
な
文
化
財
で
す
。

問

歴
史
遺
産
課

　
　
　
　
　
（
☎
６
５
―
６
５
１
０
）

県指定名勝　総
そ う

持
じ

寺
じ

庭
て い

園
え ん

（宮司町）
指定日：昭和60年３月29日指定

長浜曳山まつり
◆支援ボランティア募集

　曳山の曳き手ボランティアと渡り(役者行列)の祭礼

用具の運搬ボランティアを募集します。

【応募資格】18歳以上の男性(高校生不可)
【日　　時】 ４月14日(火)、15日(水)
　　　　　 〔登 り 山〕14日(火)11時～ 17時
　　　　　 〔夕 渡 り〕14日(火) 17時30分～ 21時30分
　　　　　 〔太刀渡り〕15日(水) ６時～ 11時
　　　　　 〔朝 渡 り〕15日(水) ６時～９時
　　　　　 〔本日山曳〕15日(水) ８時30分～ 21時
　　　　　 〔戻 り 山〕15日(水)21時～ 24時
※�上記時間はおおよその時間です。また、くじ順により
時間が前後します。

【服　　装】
　動きやすい服装(はっぴ、装束、軍手は貸与)

【応募方法】
　２月28日(金)までに申込用紙に①氏名②年齢③住所
④電話番号⑤ボランティア希望内容を記入し、直接また
は郵送、ＦＡＸで下記までお申し込みください。
　または、曳山博物館ホームページの申込フォームから
も応募できます。
※３月にボランティアの説明会を開催する予定です。
問・申 曳山博物館(元浜町14－８)
　　  (☎６５－３３００　FAX６５－３４４０)

◆「三番叟」役者募集
　子ども歌舞伎の開演を祝う舞、「三番叟」の子ども役

者を募集します。

【応募資格】
市内小学校に通う３～５年生の男子

【出　　演】
４月13日(月) ～ 16日(木)

　壱番山の曳山舞台および朝

渡り、夕渡り等の行列参加

【募集人数】
　１人(応募多数の場合は抽選)

※出演経験のない人優先

【そ の 他】
　衣装代等の個人負担なし

【応募方法】
　２月16日(日)までに①住所②氏名③学校名④学年⑤

保護者名⑥電話番号を郵送またはＦＡＸで下記までお

申し込みください。

※�祭典期間および三番叟稽古の送迎は各自でお願いし

ます。
問・申 曳山博物館(元浜町14－８)

　　  (☎６５－３３００　FAX６５－３４４０)

▲総持寺庭園位置図

▲総持寺庭園
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◆行政相談をご利用ください
①２月10日(月) 13時～16時

　地域福祉センター (高田町)

　行政相談委員 三
み

浦
うら

 正
まさ

司
し

 氏

②２月12日(水) 13時～15時

　高月支所(高月町渡岸寺)

　行政相談委員 髙
たか

山
やま

 平
へい

一
いち

郎
ろう

 氏

③２月12日(水) 13時～15時

　西浅井まちづくりセンター (西浅井町大浦)

　行政相談委員 坂
さか

井
い

 冨
とみ

子
こ

 氏

④２月20日(木) ９時～12時

　木之本まちづくりセンター(木之本町木之本)

　行政相談委員 谷
たに

口
ぐち

 慶
けい

祐
ゆう

 氏

⑤２月26日(水) ９時～12時

　湖北デイサービスセンター (湖北町速水)

　行政相談委員 竹
たけ

本
もと

 久
ひさ

隆
たか

 氏

⑥２月28日(金) 13時～16時

　地域福祉センター (高田町)

　行政相談委員 小
こ

林
ばやし

 喜
き

八
はち

郎
ろう

 氏

※相談無料、予約不要、秘密厳守します。
問 滋賀行政監視行政相談センター

　 (☎０７７－５２３－１１００)

記事広告

２月の税・料
国民健康保険料	 ９期
介護保険料	 ９期
後期高齢者医療保険料	 ８期
安心で安全な口座振替を始めませんか。

結婚相談
○市民交流センター(地福寺町)
　２月18日(火)、27日(木)18時～20時
○湯田まちづくりセンター(内保町)
　２月28日(金)　17時～19時
○湖北まちづくりセンター(湖北町速水)
　２月20日(木)　18時～20時
○高月支所(高月町渡岸寺)
　２月12日(水)　13時～15時
○木之本まちづくりセンター(北部振興局内)
　２月20日(木)　15時～17時
○余呉まちづくりセンター(余呉町中之郷)
　２月22日(土)　10時～12時
○西浅井まちづくりセンター(西浅井支所内)
　２月19日(水)　17時～19時
申 社会福祉課(☎６５−６５３６)
　市ホームページ「結婚支援」で検索ま
たは右記ＱＲコードから。
※�いずれの会場も提供できる情
報は同じです。
※�登録の有効期限は３年です。再
登録を希望する人は、各会場で
申請をお願いします。

長浜米原休日急患診療所
２・３月の診療日のお知らせ

【診療日】	 �２月２日、９日、11日、16日、
23日、24日、３月１日、８日、
15日、20日、22日、29日

【受付時間】	８時30分〜11時30分
	 12時30分〜17時30分

【診療時間】	９時〜18時
【診療科】	内科・小児科
【場　所】	宮司町1181－２
	 湖北医療サポートセンター
	 「メディサポ」内

【電話番号】	６５−１５２５
※�電話はおかけ間違いのないようにご注意
ください。
※�受診時は健康保険証・福祉医療券・お
薬手帳・母子健康手帳(乳幼児の場合)
をお忘れなく。
※診療日は日曜・祝日・年末年始
　(12月30日〜１月３日)です。
問 地域医療課(☎６５−６３０１)

記事広告

問・申  長浜市民国際交流協会　☎６３－４４００ (木曜/祝日の翌日定休日・お問合せは定休日以外の10時～19時)

(消費税改正に伴い、料金を改定しています。）

※場合により、講師がレベルを確認してクラスを移動していただく場合があります。
※Art in Englishは、英語を使いながらゲームやクラフト工作を楽しむ子ども向けのクラスです。
※中国語は、講師の一時帰国に伴い、５月のレッスン３回分は、代替の講師となります。
※おためし講座を３月に開講します(幼児英会話、Art in English、ポルトガル語は除く)。
　詳細は下記までお問い合わせください。

※見学を希望する場合は、事前にご連絡をいただきますようお願いします。

外国籍市民の、子どもや大人の日本語や学習をサポートできる人を募集しています。
※ こどもの日本語教室（土）・小学生・中学生の学習支援（土）・大人の外国籍市民へのにほんご教室

【申込み方法】
長浜市国際交流ハウスＧＥＯにある申込用紙に記入のうえ、お申し込みください
（電話で仮予約できます）。
※定員になり次第、締切になります。
※最少開講人数に達しない場合は、開講しない場合もあります。
※お支払いただいた受講料は原則としてお返しできません。(テキスト代は別途必要)

ただいま申込受付中 (☎６３－４４００)

♦ どんな教室かな？ 見学してみよう！！ ♦ ( １回のみ、見学無料) 

♦ 日本語サポーターさんを募集 ♦

♦ 春の語学スクール生徒募集　長浜市国際交流ハウスG
ジ オ

EO ♦

令和２年度前期　春の語学スクール　新規生徒募集
講　座　名 対象 開講日 曜日 時　間 回数 受講料(円） 定員

幼児英会話　　　　（ネイティブ講師） 3～5歳�
未就学児 4月 5日 日 10時～10時30分 16回 14,100 15人

英語初級　　　　　（ネイティブ講師） 中学生英語
レベル 4月 5日 日 11時～12時 16回 17,400 15人

英語中級　　　　　（ネイティブ講師） 中学生英語
レベル 4月 5日 日 13時～14時 16回 17,400 15人

A
ア ー ト

rt i
イ ン

n E
イ ン グ リ ッ シ ュ

nglish　   （ネイティブ講師） 小学生
1～3年生 5月13日 水 16時～17時 8回 11,200　　　　

教材費込み 10人

中国語初級　　　　（ネイティブ講師） 大人 4月 4日 土 15時～16時30分 16回 17,400 15人

中国語中級　　　　（ネイティブ講師） 大人 4月 4日 土 13時～14時30分 16回 17,400 15人

中国語上級　　　　（ネイティブ講師） 大人 4月 4日 土 10時30分～12時 16回 17,400 15人

スペイン語初級　　（日本人講師） 大人 4月 5日 日 13時30分～15時 16回 17,400 15人

スペイン語中級　　（日本人講師） 大人 4月 5日 日 15時30分～17時 16回 17,400 15人

ポルトガル語初級　(ネイティブ講師） 大人 4月17日 金 19時～20時30分 16回 17,400 15人

ポルトガル語初級〜中級(ネイティブ講師） 大人 4月13日 月 19時～20時30分 16回 17,400 15人

ポルトガル語中級　（ネイティブ講師） 大人 4月14日 火 19時～20時30分 16回 17,400 15人

韓国語入門～初級　（ネイティブ講師） 大人 4月13日 月 14時～15時30分 16回 17,400 15人

韓国語初級　　　　（ネイティブ講師） 大人 4月11日 土 15時30分～17時 16回 17,400 15人

韓国語初級～中級　（ネイティブ講師） 大人 4月12日 日 15時～16時30分 16回 17,400 15人

韓国語中級～上級　（ネイティブ講師） 大人 4月12日 日 13時～14時30分 16回 17,400 15人

韓国語上級　　　　（ネイティブ講師） 大人 4月12日 日 10時30分～12時 16回 17,400 15人

たのしい日本語グループ(日本人講師)
外国籍市民 随時 火 19時～20時30分 10回 2,100 −

外国籍市民 随時 土 10時～11時30分 1回 300 −

たのしい日本語個別　 （日本人講師） 外国籍市民 随時 チケット制(日時は講師と相談） 5回 2,100 −
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【と　き】	３月２日(月)～４日(水)
	 各日10時～15時
	 (最終日のみ16時まで)

【ところ】	長浜赤十字病院(宮前町)
【定　員】	20人(先着順)
【参加費】	900円
【申込み】	 �２月３日(月)10時から電話で

下記まで。
※�すべて受講した人には受講証、検定
の合格者には認定証を交付します。

問・申 日本赤十字社滋賀県支部
　　  (☎０７７－５２２－６７５８)

◆オーガニックコットンで作る
　花のモチーフ編み体験
オーガニックコットンを使って花のモ
チーフをかぎ編みします。コースター等
に使え、素材をかえればエコたわしにな
ります。

【と　き】	３月５日(木)10時～12時
【ところ】	浅井文化ホール(内保町)
【講　師】	山

やま

岡
おか

 陽
よう

子
こ

 氏
【受講料】	1,500円(材料費込)
【申込み】	 �３月１日(日)までに電話で下

記まで。
問・申 浅井文化ホール(☎７４－４０００)

◆マタニティ講座
【と　き】	３月７日(土)
	 10時～11時30分

【ところ】	六荘まちづくりセンター
	 (勝町)

【内　容】	 �助産師の指導による人形を
使っただっこやおむつ交換
などの体験。ヴァイオリンと
ピアノの生演奏。

【対　象】	 �市内在住、在勤で初めて出産
する妊婦とその家族

【定　員】	20人(先着順)
【参加費】	100円
【申込み】	 �２月４日(火)から電話で下記

まで。
問・申 子育て広場スキップ
　　  (☎６２－１２１２)

◆令和２年度県政モニター募集
滋賀県がお届けする情報で、県政への
理解を深めていただきながら、インター
ネットでアンケートにお答えいただく県
政モニターを募集しています。

【募集人数】400人
※�申込多数の場合は、性別、地域、年齢
等のバランスを考慮し抽選となります。

【応募資格】	�令和２年４月１日(水)現在で
次のすべてを満たす人①県
内在住で15歳以上の人②県
政に関心がありモニター活
動ができる人③インターネッ
トを利用し、サイトの閲覧、
メールの送受信およびアン
ケートへの回答ができる人

※�ただし、国または地方公共団体の議員や
常勤の公務員の人は応募できません。

【応募締切】	２月10日(月)17時
【応募方法】	�滋賀県ホームページ「しが

ネット受付サービス」からお
申し込みください。

問・申 滋賀県広報課県民の声係
　　 (☎０７７－５２８－３０４６)
　　    ab0001@pref.shiga.lg.jp

◆�第11期滋賀県地球温暖化防止
活動推進員募集

滋賀県では、地球温暖化防止活動の推
進に熱意と識見をもち、各地域で地球
温暖化防止に向けた活動を行っていた
だける人を募集しています。

【募集人数】	100人程度
【応募資格】	�令和２年４月１日(水)現在で

満18歳以上の人
【応募締切】	２月17日(月)
【応募方法】	�滋賀県ホームページ「しが

ネット受付サービス」または
所定の応募用紙に必要事項
記入し、郵送、ＦＡＸ、持参ま
たはメールで下記まで。

問・申 滋賀県温暖化対策課
　　  〒５２０－８５７７
　　  大津市京町４－１－１
　　  (☎０７７－５２８－３４９４)
　　  (FAX０７７－５２８－４８４４)
　　     ondan@pref.shiga.lg.jp

◆�介護・福祉のお仕事「ミニ就職
説明会」「出張相談」

【と　き】	２月18日(火)15時～16時
※�ハローワークによる介護･福祉の職場
ガイダンスに引き続き実施します。

【ところ】	滋賀県湖北合同庁舎（平方町）
【申込み】	 �「ミニ就職説明会」入退場自

由・申込不要。「出張相談」
完全予約制。前日17時まで
に電話で下記まで。

問・申 湖北介護・福祉人材センター
　　  (☎６４－５１２５) 

◆介護・福祉のお仕事出張相談
介護の仕事探しについて相談をお受け
します。お気軽にお申し込みください。

【と　き】	２月14日(金)
	 13時30分～16時30分

【ところ】	木之本まちづくりセンター
	 (木之本町木之本)

【申込み】	 �前日17時までに電話で下記まで。
※完全予約制
問・申 湖北介護・福祉人材センター
　　  (☎６４－５１２５)

情報ひろば
●市民の皆さんのサークル・団体が行う催しを掲載します。
　掲載希望の場合は下記の締切までにメールで原稿をお寄せください。✉ kouhoushi@city.nagahama.lg.jp
　３月15日号 ： ２月10日(月)　 ４月１日号 ： ２月27日(木)
●営利目的など掲載できない催しもあります。詳しくは市民広報課 (☎65－6504) までお問い合わせください。

有料広告欄

◆�旧優生保護法による優生手術な
どを受けた人へ

昭和23年９月11日～平成８年９月25日
の間に優生手術などを受けた人に国か
ら一時金320万円が支給されます。支
給は本人による請求が必要です。詳し
くは下記までお問い合わせください。
問 旧優生保護法一時金受付・相談窓口
　 (滋賀県健康寿命推進課内)
　 (☎０７７－５２８－３６５３)
　    eg0002＠pref.shiga.lg.jp

◆Englishカフェ参加者募集
気軽に英語で交流しませんか。英語を
使ってフリートークを楽しみましょう。

【と　き】	２月15日(土)13時～15時
【ところ】	多文化共生・国際文化交流
	 ハウスＧ

ジ オ

ＥＯ(神照町)
【定　員】	15人(先着順)
【参加費】	500円(お菓子・ドリンク付)
【申込み】	 �２月14日(金)までに電話で

下記まで。
問・申 長浜市民国際交流協会
　　  (☎６３－４４００)

◆第15回奥びわ湖書き初め展覧会
県内外から集まった作品400点を展示
します。初日には大

おお

田
た

佐
さ

享
きょう

先生の作品
批評会や伊吹高等学校書道部の書道
パフォーマンスを披露します。

【と　き】	２月15日(土)～23日(日・祝)
	 ９時～17時(最終日は15時まで)

【ところ】	西浅井運動広場体育館
	 (西浅井町大浦)
※入場無料

問 書を活かした地域づくり実行委員会
　 (西浅井まちづくりセンター内)
　 (☎８９－１１２５)

◆国際親善交流音楽会
ドイツ東部の街ハレより、マティアス・エ
ルベン(ヴァイオリン奏者)とマルティー
ン・ダンディーヴェル(チェロ奏者)を招
き、滋賀文教短期大学と滋賀大学オー
ケストラの有志が共演します。

【と　き】	２月22日(土)14時～16時
【ところ】	長浜文化芸術会館(大島町)
※申込不要、入場無料
　　　　　 ホームページ▶

問 滋賀文教短期大学(☎６３－５８１５)

◆�ＨＳＣ(H
ハ イ リ ー

ighly S
セ ン シ テ ィ ブ

ensitive C
チャイルド

hild)・ＨＳ
Ｐ(H

ハ イ リ ー

ighly S
セ ン シ テ ィ ブ

ensitive P
パ ー ソ ン

erson)お茶会
人一倍敏感な子ども(HSC)の保護者や
ご自身がHSPの人が集う場です。一緒
に話したり考えたりしませんか。興味
がある人も参加できます。

【と　き】	２月25日(火)10時～
【ところ】	びわ高齢者福祉センター
	 (難波町)

【申込み】	電話またはメールで下記まで。
※参加無料
問・申 ぞうさんのはな 藤

ふじ

田
た

　　  (☎０９０－５１３２－８４０５)
　　　  chirp.0815.chirp@gmail.com

◆「凪の会おうみ」サテライト
大切な人を自死で亡くした遺族が思い
を語りあう「わかちあいの会」を開催し
ます。

【と　き】	３月１日(日)14時～16時
	 (受付13時30分～ )

【ところ】	くすのきセンター
	 (彦根市八坂町)

【参加費】	300円(茶菓代)
※申込不要
問 滋賀県精神保健福祉センター
　  (☎０７７－５６７－５０１０)

◆H
ハ ー ト ト レ イ ン

eartTrain講座　ヨガ教室
【と　き】	２月13日(木)
	 10時30分～11時30分

【ところ】	六荘まちづくりセンター
	 (勝町)

【講　師】	小
こ

宮
み

山
やま

 和
かず

子
こ

 氏
【定　員】	15人(先着順)
【参加料】	500円
【申込み】	電話またはメールで下記まで。

問・申 H
ハ ー ト

eart T
ト レ イ ン

rain d
ダ イ

ai ～ d
ダ イ

ai ～ 村
むら

山
やま

　　 （☎０９０－４０３８－８８９９）
　　　 daidai.risa@gmail.com

◆「ちぎり絵」を楽しもう
和紙をちぎって、張り合わせながら絵を
仕上げます。指先を使うことにより脳の
活性化にもつながります。

【と　き】	 �２月21日(金)、３月20日(金・祝)、
４月17日(金)　各日９時30分～

【ところ】	神照まちづくりセンター
	 (神照町)

【定　員】	15人(先着順)
【参加費】	1,000円(全３回)
※別途材料費が必要。

【持ち物】	 �平ふで、のり、ボールペン、はさみ
【申込み】	 �２月10日(月)までに電話で下

記まで。
問・申 一休会 金

かな

澤
ざわ

(☎６２－４８５７)

◆いきいき健康講座
誰もが迎える高齢期を元気に過ごすた
め、高齢期を支える家族や地域の人を
支援する方法を学びます。

女性の悩み相談(要予約)
【と　き】	２月 15日(土)12時〜16時
	 ３月 ５日(木)10時〜14時

【ところ】	市民交流センター(地福寺町)
【相談員】	下

しも

地
じ

 久
く み こ

美子 氏(臨床心理士)
【料　金】	無料
※託児あり(要予約)、秘密厳守。
申 平日：人権施策推進課
　 (☎６５−６５５６専用ダイヤル)
　 土日祝：市民交流センター(☎６５−３３６６)

お知らせ

講座・教室

催　し

募　集

相　談
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このコーナーでは、市内在住のお子さんたちの写真を掲載します。

植物油インキで印刷しています。再生紙を使用しています。

まちの

人口
令和２年   1 月１日現在　　人口 117,892 人　　男 57,837 人　　女 60,055 人　　世帯数 46,308 世帯

令和元年 12 月中の異動　　転入 219 人　　転出 278 人　　出生 73 人　　死亡 94 人　　婚姻 34 件

今
月
の
表
紙
長
浜
の
新
春
を
告
げ
る
風
物
詩
「
長
浜
盆
梅
展
」。
可
憐
で
瑞
々
し
い
花
と
甘
い
芳
香
が
訪
れ
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

慶
雲
館
の
新
館
や
庭
園
を
利
用
し
た
新
し
い
展
示
な
ど
見
ど
こ
ろ
満
載
の
盆
梅
展
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。(

１
月
６
日
撮
影)

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流センターや図
書館、まちづくりセンターなど市の公共施設やスーパーなどにも置いています。市ホームページ、スマ
ホからもご覧いただけます。点字広報、声の広報を作成していますので、ご希望の人は市民広報課まで。

撮影場所：高月グラウンド（高月町東柳野）

球団の顔となるような選手に

藤
ふ じ

田
た

　健
け ん

斗
と

さん (高月町森本)

　「阪神の正捕手になってみせる」と力
強く語る藤田さん。昨年12月に阪神タ
イガースに入団し、プロの道を歩み始め
ました。
　小学2年生の時に地元の「高月野球ス
ポーツ少年団」に入団し、野球を始めた
藤田さん。小さい頃は自分にあったポ
ジションを見つけるため、いろいろな所
を守ることが一般的ですが、藤田さんは
野球を始めた時から一貫して捕手。「肩
が強かったから、すぐに捕手として指名
された」と当時を振り返ります。
　野球を始めてからは、まさに練習の
虫。「継続は力なり」という言葉を胸に、
チームの厳しい練習の他、毎日少しでも
時間が空けば自主トレに励みました。
「野球が楽しくて、練習を苦に思ったこ
とがない」と目を輝かせて語ります。

　自分をより厳しい環境に置くため、高
校は岐阜県にある中京学院大学附属中
京高校に進学。進学当初は、慣れ親しん
だ地元を離れての生活に対する不安、ま
た軟式から硬式へのボールの変化など
から、調子を崩したそうです。「監督や
コーチ、チームメイトのアドバイスで立
ちなおれた」と藤田さん。苦しい時期か
ら抜け出した後、練習の他にもコミュニ
ケーションを大切にし、チームメイトか
らの信頼を得て、1年生の秋から「4番
捕手」の定位置を勝ち取り、２年生の秋
には主将に任命されました。
　昨夏の甲子園では、「思ったより緊張せ
ずに、冷静に状況を見ることができた」と
大舞台でチームを牽引。同校の最高成
績であるベスト４、個人でも好成績を残し
ました。「今年の甲子園は、他の学校にも

いい捕手がたくさんいた。負けたくない
という気持ちが常にあり、いい成績につな
がった」と熱い闘志を燃やしました。
　ドラフト会議の日は、チームメイトと待
機。「名前が呼ばれた直後は、実感がわき
ませんでしたが、周りがすごく喜んでくれ
た。それを見て、プロになるという自覚が
でてきた」と仲間とともに喜びを噛みしめ
ました。「今までサポートしてくれた両親
をはじめ全ての人に、プロの世界で頑張
り、恩返しをしたい」という気持ちを原動
力にしたいと語ります。
　「地元出身のスポーツ選手が活躍すれ
ば、子どもたちの希望にもなる。長浜は豊
かな自然や観音文化など素晴らしい地域。
大好きな地元に貢献したい」。野球と地元
長浜に対する真っすぐな想いを持ち、プロ
野球選手としての挑戦が始まります。
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いつも元気いっぱいの結翔♡

結翔の笑顔にパパもママも元気を

もらってるよ　 ありがとう♡♡

SL 大好きでいつも陽気なえーちゃん。

家族をいっぱい笑わせてくれてありがとう。

いつまでも弟と仲良くね。

阪神タイガース
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